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人的感覚を持つ環境監視
システムの構築に向けて
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１．人的感覚を持つ環境監視システムとは

１．目的１．目的
医療スタッフの医療スタッフのパートナーとなるコンピュータパートナーとなるコンピュータ
を実現する。を実現する。

２．機能２．機能
医療機器からの動作ログやカメラ画像、音声を人と同医療機器からの動作ログやカメラ画像、音声を人と同
じ観点で記録、監視する。じ観点で記録、監視する。

２．効果２．効果
環境状況を人と同じ観点で捉えた環境状況を人と同じ観点で捉えた段階的警告機能段階的警告機能のの
実現により、医療スタッフのストレス低減を図る実現により、医療スタッフのストレス低減を図る
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２．研究のポイント

●情報の文字化

●1目で解る状況表示

★セキュリテイ確保と記録の必要性

★センサー、カメラの低価格化と数量の増大

★ログデータの増加

★カメラ情報、センサーログ情報の見える化

ログデータの読める化、探せる化を実現

１１：０１ 画像：異常あり、音声：無、ドア：閉、システムエラー：無

インテリジェントログ
インターフェース
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３．背景
放射線治療と今後の課題

照射業務

治療装置の監視

患者の監視

心電図モニタの監視など

放射線治療施設の現状

がん患者の増加

医療従事者の人員不足

業務の複雑化と多様性

スタッフの教育

放射線治療業務

装置故障、人為的ミス
の事前の察知が必要
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４．放射線治療への応用

放射線治療装置とは患部に放
射線（Ｘ線、γ線）を照射してが
ん細胞を死滅させる装置。

２０回～30回程度照射を行い1
回に１～２ＧＹを照射する。

ＧＹ（グレイ）は吸収した放射線
量の単位で1グレイは１Ｊ／ｋｇ

放射線治療装置

電子銃

加速管

金属ターゲット

１次コリメータ

電子

Ｘ線

マルチリーフ

監視カメラ１

治療機コンソールRISクライアント 治療計画装置

HISクライアント

画像ファイリング

システム導入に伴いモニタが増える

監視カメラ２
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IGRT付き放射線治療機

IGRT（image guided radiation therapy ）
患部を自動追尾する
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５．放射線治療のシステム

治療現場でのスタッフのストレス低減を目指す

医療情報システムへの組み込み
放射線治療装置

ＲＩＳ

監視カメラ１

治療機コンソールRISクライアント 治療計画装置

HISクライアント

画像ファイリング

システム導入に伴いモニタが増える

監視カメラ２
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６．医療情報システムへの組み込み

統合状況
判断機能
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７．環境情報の統合表示

人の視点に沿った情報入力と記録

情報の重ね合わせによる直感的な認識の実現

人の視点に
沿った情報
の記録

音声

画像

機械ログ

入力情報

一律に
操作可環境監視システム 統合情報記録サーバ
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８．技術ポイント

インテリジェントログ記録インターフェース

情報統合評価表示機能

ログ収集
ルール、
（イベント
情報）

　放射線治療装置の
ビーム出力

放射線部門システ
ムからの照射予定

データ等

監視カメラの画像
データ

統合評価
パラメータ

監視用
ログデータ
（特徴情報を

含む）

①インテリジェント
インターフェース

③インテリジェント
インターフェース

②インテリジェント
インターフェース

ログサーバ

④放射線治療装置
側インターフェース

⑤監視カメラ側
インターフェース

⑥放射線部門システ
ム(治療）側

インターフェース

カスタマイズ部分
⑦統合評
価表示

全文検索
機能

⑧ログ検
索、表示

キー技術

信号を言語に
変換する知識

環境を監視
する知識
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９．知識の登録

信号値を言語に変換する知識(動体検知の例）

２００ミリ秒以上検知範囲の５％以上早い動きあり

１秒以上３秒未満検知範囲の２０％以上遅い動きあり

２００ミリ秒未満検知範囲の５％未満動き無し

検知時間検知範囲変換後の言語
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１０．医療スタッフの環境監視ルール

注意不良患者体調患者体調10

注意あり患者荷物患者荷物9

注意夕刻診療時間診療時刻8

注意手空無しスタッフスタッフ7

注意初診受診受診6
注意70年齢年齢5
対応不要有ビームと動体検知治療機２4

警告有ビームと動体検知治療機１3

警告有マイク１音と動体検知マイク１2

警告閉ドアＮＯ１と動体検知ドア１1
動作状態対象ルール名NO
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１１．試行
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１２．結果

低減（検知は１００例に
１例程度）

高スタッフストレス

動体検知時には自動記録無し治療中の患者の動き
に関する記録

患者の動きを自動監視目視治療状況の監視

システム利用後従来項目
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１３．医療情報の特徴

現状の病院システムは過去の遺産延長上にあ
るため、リレーショナルデータベースを使用

患者情報、医療情報は個別に監視するべき。

処方箋テーブル

関係なし
×

×

患者間には
関係がない
のに情報の
書き込みが
競合する

処方箋処理の
業務主体に構
築されている

並列処理並列処理
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１４．将来展開
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１５．その他の展開

ナースコールシステムへの組み込み

プラント警報システムへの組み込み

各種計器の統合表示機能

油温油温

燃料燃料

電圧電圧
まあまあ

OK

誰から見
ますか

水温水温

水量水量

プラントの運転状況表示
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１６．今後の課題

接続インターフェースの追加と信号変換知識の
登録により医療機器や医療情報システムとの接
続が可能。

動体検知の高度化

医療スタッフの知識を登録することにより直感的
な状況表現を実現する
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